
第
令和８年８月１日（2026年）

号259し くちかしゅ
議会だより

6.12七ヶ宿町総合防災訓練　詳細はP8をご覧ください。

〇 令和８年　第２回定例会・第３回臨時会開催
〇 町民の声を行政に「議会と語る会」開催　湯原・横川会場
〇 所管事務調査報告
〇 議員視察研修報告
〇一般質問　５名の議員が町政を問う
〇 クローズアップ　「滑津たんぽぽクラブ」を紹介します。
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問 

五
十
嵐
　
敏
夫
　
議
員

　

�

ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
柵
が
雪
害
に
遭
っ
た
被
害
地
区
と
被
害

延
長
は
。

答 

農
林
建
設
課
長

　
峠
田
地
区
で
河
川
堤
防
沿
い
の
約
１
９
６
ｍ
。

問 

五
十
嵐
　
敏
夫
　
議
員

　

�

マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
着
ぐ
る
み
制
作
費
不
足
見
込
の

理
由
は
。

答 

ふ
る
さ
と
振
興
課
長

　
ナ
フ
サ
不
足
に
よ
り
原
材
料
が
高
騰
し
た
た
め
。

問 

渡
部
　
英
幸
　
議
員

　

�

旧
く
ら
し
研
究
所
の
建
物
等
価
格
調
査
業
務
の
理
由
は
。

答 

総
務
課
長

　
建
物
売
却
の
た
め
の
価
格
評
価
を
行
う
。

令
和
8
年 

第
３
回
七
ヶ
宿
町
議
会
臨
時
会

（
4
月
28
日
）

▲マスコットキャラクター
　「源流ポッチョン」

▲ワイヤーメッシュ雪害破損箇所

▲令和８年第２回定例会

第

２

回

定

例

会

◇
報　
告

◆
報
告
第
１
号

　

�

令
和
７
年
度
七
ヶ
宿
町
歳
出
予
算
の
繰
越
明
許
費

◇
人
事
案
件

◆
議
案
第
43
～
48
号

　

�

七
ヶ
宿
町
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命

◇
条　
例

◆
議
案
第
49
号

　

�

七
ケ
宿
町
過
疎
地
域
の
持
続
的
発
展
の
支
援

に
係
る
固
定
資
産
税
の
課
税
免
除
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

◇
そ
の
他

◆
議
案
第
50
号

　
字
の
区
域
を
新
た
に
画
す
る
こ
と

◆
議
案
第
51
号

　
字
の
区
域
を
変
更
す
る
こ
と

◇
補
正
予
算

◆
議
案
第
52
号

　
令
和
８
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

◆
議
案
第
53
号

　

�

令
和
８
年
度
七
ヶ
宿
町
介
護
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
1
号
）

◆
議
案
第
54
号

　

�

令
和
８
年
度
七
ヶ
宿
町
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
1
号
）

◆
議
案
第
55
号

　

�

令
和
８
年
度
七
ヶ
宿
町
介
護
サ
ー
ビ
ス
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
1
号
）

◇
意
見
の
採
択

◆
意
見
第
１
号

　

�

地
方
議
会
議
員
の
厚
生
年
金
制
度
へ
の
加
入
を

求
め
る
意
見
書
の
提
出

令
和
８
年 

第
２
回 

七
ヶ
宿
町
議
会
定
例
会

会
期
（
6
月
３
日
～
５
日
）

高た
か

橋は
し　

美よ
し

幸ゆ
き 

氏

春は
る　

　

利と
し

幸ゆ
き 

氏

高た
か

橋は
し　

　

進す
す
む 

氏

境さ
か
い　

　

政ま
さ

行ゆ
き 

氏

小お

川が
わ　

良よ
し

範の
り 

氏

伊
い

藤
とう

良
りょう

一
いち

 氏

小こ

山や
ま

百ゆ

合り

子こ 

氏

　
◆
県
補
助
金�

７
７
万
３
千
円

　
◆
繰
入
金�

３
８
９
万
２
千
円

　
◆
諸
収
入�

３
３
３
万
5
千
円

　
◆�

農
林
業
生
産
者
育
成
事
業
補
助
金

不
足
見
込

�

９
９
万
３
千
円

　
◆�

マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
着
ぐ

る
み
制
作
費
不
足
見
込

�

７
２
万
８
千
円

　
◆�

雪
害
分
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
等
購

入
費�

８
３
万
６
千
円

　
◆
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

�

　
２
５
０
万
円

主
な
歳
入　
（
概
略
）

主
な
歳
出　
（
概
略
）

◆
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命

◆
監
査
委
員
の
選
任

◆
令
和
８
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

◇
人
事
案
件

◆
議
案
第
38
号

　

�

監
査
委
員
の
選
任

◇
専
決
処
分

◆
議
案
第
39
号

　

専
決
処
分
の
報
告
及
び
承
認
を
求
め
る
（
令
和

7
年
度
七
ケ
宿
町
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
10
号
））　

◆
議
案
第
40
号

　
専
決
処
分
の
報
告
及
び
承
認
を
求
め
る
こ
と　

　
（
七
ケ
宿
町
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
）

◆
議
案
第
41
号

　
専
決
処
分
の
報
告
及
び
承
認
を
求
め
る
こ
と

　
（
七
ケ
宿
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
）

◆
議
案
第
42
号

　
専
決
処
分
の
報
告
及
び
承
認
を
求
め
る
こ
と　

　
（
七
ケ
宿
町
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
）

令
和
８
年　
第
３
回

七
ヶ
宿
町
議
会
臨
時
会
４
月
28
日
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◆
義
務
教
育
学
校
に
つ
い
て

問 
�

大
規
模
な
事
業
と
な
っ
て
い
る
が
町
の
行
政

サ
ー
ビ
ス
に
今
後
、
支
障
が
な
い
の
か
？

答 
�

議
会
も
事
業
に
対
し
て
の
懸
念
は
あ
る
。
今

後
も
注
視
し
て
い
く
。

◆
移
住
定
住
政
策
に
つ
い
て

問 
�

移
住
定
住
政
策
が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
各
地

区
に
も
移
住
者
を
分
散
で
き
な
い
か
。

答 
�

議
会
で
も
質
問
事
項
と
し
て
取
り
上
げ
て
い

る
が
、
移
住
者
の
考
え
に
基
づ
き
住
居
の
選

択
を
し
て
い
る
と
の
説
明
を
受
け
て
い
る
。

◆
公
共
施
設
の
老
朽
化
対
応
に
つ
い
て

問 
�

公
共
施
設
の
老
朽
化
が
激
し
い
の
で
対
応
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

答 
�

各
施
設
の
老
朽
化
は
、
し
っ
か
り
行
政
に
働

き
か
け
を
行
い
た
い
。

◆
職
員
の
人
事
異
動
に
つ
い
て

問 
�

職
員
の
人
事
異
動
の
期
間
が
早
す
ぎ
る
と
感

じ
る
が
ど
う
な
の
か
。

答 
�

広
く
仕
事
を
覚
え
て
も
ら
う
と
の
考
え
か
ら

現
状
の
異
動
期
間
と
な
っ
て
い
る
と
説
明
を

受
け
て
い
る
。

「
議
会
と
語
る
会
」を
湯
原
・
横
川
地
区
で
行
い
ま
し
た
。
５
月
21
日　
会
場　
湯
原
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

５
月
22
日　
会
場　
横
川
集
落
セ
ン
タ
ー

各
会
場
で
の
質
疑（
抜
粋
）内
容

　２日間の日程で湯原・横川地区を会場に開催された「議会と語る会」において、農繁
期と重なる中ご参加いただき有難うございました。各地域の皆さんからお寄せ頂いた
議会や町への意見・要望・アンケートなどを参考に、今後の議会活動に反映させていき
たいと考えています。
　今後の「議会と語る会」開催時には、より多くの町民の皆様のご参加を期待します。

令和８年度 第１回「議会と語る会」委員長報告　　実行委員長　吉田　修

▲湯原コミュニティセンター会場▲横川集落センター会場

◆
定
例
会
説
明

　

�　
語
る
会
で
の
発
言
・
議
会
活
動
へ
の
理
解
・

語
る
会
の
開
催
時
期
・
開
催
方
法
に
つ
い
て
回

答
い
た
だ
き
ま
し
た
。
概
ね
、「
分
か
り
や
す

か
っ
た
」「
理
解
で
き
た
」
と
の
意
見
が
多
く

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
一
方
で
開
催
時
期
に
つ
い

て
は
「
農
繁
期
は
避
け
て
ほ
し
い
」
と
の
意
見

も
あ
り
ま
し
た
。

◆�

行
政
が
今
後
も
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い

こ
と

　

�　
医
療
福
祉
関
係
・
高
齢
者
支
援
・
農
業
振
興
・

若
者
定
住
・
空
き
家
対
策
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

◆�

町
の
医
療
体
制
・
公
共
交
通
・
子
育
て
支
援
・

農
林
業
　
政
策
・
移
住
定
住
政
策
・
道
路
維

持
（
冬
季
間
）
含
む
・
空
き
家
対
策
・
教
育

環
境
整
備
の
町
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

　
５
段
階
で
回
答
を
頂
き
ま
し
た
。

　
�　

評
価
の
多
く
は
「
や
や
良
い
」「
ど
ち
ら
と

も
言
え
な
い
」
と
の
こ
と
で
し
た
が
、
一
方

で
農
林
業
の
政
策
や
空
き
家
対
策
に
つ
い
て

は
「
不
十
分
」
と
の
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。

◆
今
後
建
設
さ
れ
る
義
務
教
育
学
校
に
つ
い
て

　�

　「
コ
ン
パ
ク
ト
な
校
舎
を
望
む
」
と
の
意
見

を
頂
き
ま
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
ま
と
め

所

管

事

務

調

査

報

告

「町民の健康を守る拠点施設の状況は」

「鳥獣害対策の現状は」

調査実施日　令和 8年５月 13日（水）
調 査 事 項　七ヶ宿町国民健康保険診療所の施設環境について

総務文教常任委員会　委員長　五十嵐　敏　夫
　現在の「七ヶ宿町国民健康保険診療所」は平成５年度に建築し 33年が経過し、施
設全体は老朽化に伴い一部の設備改修や、医療機器についても随時更新は行っている
が、今後も町民の健康になくてはならない施設であることから、施設環境や医療体制
について調査した結果、各委員から以下のような意見や提言が出されました。
１.　国保診療所の屋根やボイラー等、いずれ改修が必要である。
２.　�現在、レントゲン装置の部品供給等に問題があり、いずれ更新に向けた予算化

が必要である。
３.　�湯原診療所の老朽化が進んでいるので、今

後、施設の維持管理対策が必要である。
４.　�現在、県内外の近隣病院との医療連携は良

好であるが、今後も継続した医療体制構築
への努力が必要である。

　以上、人口減少に直面している我が町の身近な
医療機関として、国民健康保険診療所を最大限に
活用できる適切な運営を望み報告とします。

調査実施日　令和 8年 5月 13日（水）
調 査 事 項　鳥獣害対策の現状について

産業建設常任委員会　委員長　渡　部　英　幸
　令和７年度の捕獲頭数はイノシシ 95頭、ニホンザル 122 頭、ツキノワグマ 15頭、
ニホンジカ１頭との実績報告並びに、減容化施設の稼働状況や後継者育成、果樹の伐
採等の説明を受け、各委員からは以下のような意見や提言が出されました。
１.　隊員の後継者育成や、狩猟免許取得支援のＰＲを積極的に展開するべきである。
２.　�駆除隊の活動については、重点的活動地区を明確にしたパトロールを実施する

等、住民に分かるような体制を取るべきである。
３.　�協力隊での有害鳥獣担当募集は早めに募集

し、将来はガバメントハンターとして活躍
を期待したい。

４.　�減容化施設の管理方法については、隊員と
職員のコミュニケーションをとり施設の管
理を徹底し、休日でも鍵の所在を分かるよ
うにすべきである。

　以上、有害鳥獣対策の現状について、引き続き
町民の安心安全の継続を望み報告とします。

所管事務調査報告所管事務調査報告
所管事務調査は、町民生活に関わる課題を把握し、より良い町政の実現につなげるための活動です。

鳥獣害対策の現状についての聞き取り

七ヶ宿町国民健康保険診療所での調査
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行

政

視

察

研

修

行

政

視

察

研

修

大阪府 豊能町　「義務教育学校について」兵庫県 多可町　「空き家対策について」
　9 年生義務教育学校「とよの西学園」を見学し、開校に向けた諸課題への取り
組みや施設の状況、更には児童が学習する様子などの行政視察を行いました。

　高齢化や人口減少の進む中で、行政と町民が空き家対策にどのように取り組み、
地域内の治安維持に努めていくかを目的として行政視察を行いました。

　豊能町は大阪府のベットタウンとして、平成６年には人口も 26,000 人を超
えていたが、現在は約 17,000 人に減少し、高齢化率 51％となっている。児童
数も約 700 人と減少したことから、小学校４校と中学校２校を統廃合し、９年
生の義務教育学校２校の開校にむけ、令和４年から「開校準備委員会」を設置し、
本年４月の開校に至っている。
　西地区にある小学校３校と中学校１校を統廃合して「とよの西学園」とし、
東地区にある小学校１校と中学校１校を「とよの東学園」として開校している。

　多可町は兵庫県の内陸部に位置し、現在 18,000 人ほ
どの人口を有し、町内には複数の企業が点在している町
で、平成 17 年に３町が合併し今日に至っている。
　空き家増加の傾向から空き家所有者のアンケート調査
した結果、住人の死亡 52.7％、施設入所 18.9％と 70％
以上が高齢化に起因していることが明確となった。

　平成 28 年に定住推進課を新設し、同年に地域おこし
協力隊が主体となって移住支援サイト「タカ、と。」が開

設されている。
　令和元年「第 1 期多可町空家等対策計画」を策定し、所有者への空き家のアンケー
ト調査を 5 年間実施し、空き家をデータで見える化すすめ相談体制の整備や空き
家バンクの運用を開始している。
　令和 5 年からの第 2 期計画でハンドブックや啓発チラシなどを作成し、弁護士
などによる無料の法律相談でも対応している。また、役所内の横断的な連携や専
門家との連携、地域との協働などの体制整備に取り組み、なかでもふるさと納税
返礼品のなかに「空き家管理サービス」を加え、シルバー人材センターに管理委
託している点や、有償のボランティア「移住サポーター」制度も導入し移住・定
住に積極的な対応をしている。
　老朽化した家屋の解体を集落を主体として実施した場合、行政から「老朽危険
空き家除去支援事業」で最大 133 万 2 千円が集落へ補助されるほか、移住サポー
タ制度を設け、現在有償ボランティア 5 名が登録し活動している。

　検討の結果、改修工事となった。現在の校舎を生かした
設計となるため、教室の間取りなどに制限があった。

　準備委員会での参加者や教職員の不安を解消する苦労な
どもあり、また、学校側との協議を誰とするかなど、学校
との調整にも時間がかかった。

研修先研修先

豊能町の現状
多可町の現状

空き家増加の背景

行政対応

校舎の新築、
改修の検討

関係者との協議

総事業費 「とよの西学園」　総事業費 32億9,200万円

豊能町議員の方と
多可町職員の方と

様々な意見交換と活発な質疑が行われました
様々な意見交換と活発な質疑が行われました

　「とよの西学園」は旧中学校を改修し９年制の義務教育学校として開校したが、開校
準備委員会での様々な意見や入札の不調もあったことなどから、今日の社会情勢にお
いて新たな義務教育学校の建設に対する幅広い町民の声を聴く必要があると思われま
した。また、改修した校舎とは思えないほど空間が広く、４階建ての普通の明るい校舎
で子供たちがのびのびと元気に過ごしている姿が印象的でした。町にも今後義務教育
学校が建設されますが、子ども達が健やかに過ごせる学校ができることを望みます。

　空き家の実態調査を基にハンドブックやチラシの配布、大学教授や弁護士などで構
成する「空き家対策協議会」との連携、家屋の所有者ではなく集落への解体費の補助
制度など、空き家問題を個人ではなく地域ぐるみで取り組む姿勢や、更には地域おこ
し協力隊が設立した「地域商社RAKU」に町も出資し、連携した移住・定住への対応な
ど、空き家対策と移住・定住政策を地域課題としている行政の積極的な姿勢が感じら
れ、集落の人口減少を如何に取り組むべきか大いに学ぶところがありました。

◆ 研修レポート
◆ 研修レポート

（◇国庫支出金　12億2,700万円　◇地方債  19億5,800万円　◇一般財源　１億700万円）



議

会

・

議

長

の

動

向
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今月の表紙は「6.12 七ヶ宿町総合防災訓練」です。
　去る６月 12日に横川・長老地区を会場に町の総合防災訓練が自衛隊船岡駐屯地の協
力をいただきながら実施されました。多くの町民参加のもと避難者の搬送訓練や炊き
出し訓練など、本番さながらに行われました。
　町議会としても「七ヶ宿町議会災害対策本部設置要綱（平成 24年制定・施行）に従
い、議会事務局内に対策本部を設置し、各議員と被害状況の確認など災害時を想定し
た訓練を行いました。

令和 8年 第１回定例会以降の議会・議長の動向令和 8年 第１回定例会以降の議会・議長の動向
月　日 場　所 会議・行事等名 出席者
3月18日 七ヶ宿小学校 七ヶ宿小学校卒業式 議員全員
3月18日 事務室 広報特別委員会 広報委員
3月21日 関保育所 関保育所修了式 議長
3月25日 事務室 広報特別委員会 広報委員
3月26日 活性化センター 森林組合通常総会 議長
4 月 2 日 事務室 広報特別委員会 広報委員
4 月 2 日 開発センター 教職員宣誓式 議長
4 月 3 日 水芭蕉群生地 水芭蕉オープン式 議長
4 月 4 日 保育所 関保育所入所式・進級式 議長
4 月 8 日 七ヶ宿小学校・七ヶ宿中学校 七ヶ宿小学校・七ヶ宿中学校入学式 議員全員
4月12日 柴田町 船岡駐屯地 67周年記念行事 議長
4月16日 事務室 広報特別委員会 広報委員
4月17日 開発センター 酪農組合総会 議長
4月17日 開発センター 認定農業者連絡協議会総会 議長
4月17日 開発センター 白石地区交通安全協会七ヶ宿支部定期総会 議長
4月22日 議長室 宮城県議会議長・副議長来庁 議長・副議長
4月23日 活性化センター 町老人クラブ総会 議長
4月24日 大河原町 仙南亘理地方町村議会議長会 議長
4月24日 蔵王町 エコーライン開通式 議長
4月28日 会議室 議会運営委員会・全員協議会・議会と語る会実行委員会 議員全員
4月28日 議場 第３回臨時議会 議員全員
5月13日 町内 所管事務調査（総文）（産建） 議員全員
5月14日 大河原合庁 仙南亘理地方町村議会議長会 議長
5月15日 開発センター 町観光協会通常総会 議長
5月18日 開発センター 商工会通常総会 議長
5月19日 開発センター 町体育協会総会 議長
5月21日 湯原コミュニティセンター 議会と語る会 議員全員
5月22日 横川集落センター 議会と語る会 議員全員
5月22日 仙台市 宮城県町村議会議長会臨時総会 議長
5月26日 東京都 全国町村議会議長・副議長研修会 正副議長
5月27日 第３会議室 議会運営委員会・全員協議会 議員全員
5月27日 第３会議室 教育環境整備特別委員会 議員全員
5月28日 第３会議室 国家公務員との意見交換会 議員全員
5月29日 開発センター ライスファーム七ヶ宿通常総会 議長

が
可
能
な
た
め
、
ま
ず
は
町
営
バ

ス
を
利
用
い
た
だ
き
た
い
。
自
宅

か
ら
バ
ス
停
ま
で
の
距
離
が
遠
い

方
、
バ
ス
の
利
用
が
難
し
い
方
な

ど
に
対
す
る
支
援
に
つ
い
て
は
、

今
後
運
行
事
業
者
で
あ
る
七
ヶ
宿

観
光
タ
ク
シ
ー
か
ら
意
見
を
伺

い
、
本
町
に
あ
っ
た
事
業
方
法
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

問
近
隣
市
町
で
も
実
施
し
て

い
る
、
高
齢
者
へ
の
タ
ク

シ
ー
券
の
助
成
制
度
を
導
入
で
き

な
い
か
。

答
タ
ク
シ
ー
券
の
助
成
制
度

は
、
現
在
ど
の
よ
う
に
不

便
を
き
た
し
て
い
る
の
か
考
え
て

対
応
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
他
市

町
の
利
用
状
況
や
導
入
し
た
場
合

の
本
町
の
予
算
等
を
研
究
し
、
ど

の
よ
う
な
方
向
が
良
い
か
検
討
し

て
い
く
。

問
高
齢
化
に
よ
る
免
許
証
返

納
者
な
ど
に
対
す
る
移
動

確
保
対
策
と
し
て
、
セ
ニ
ア
カ
ー

購
入
助
成
金
制
度
を
導
入
で
き
な

い
か
。

答
運
転
免
許
証
の
自
主
返
納

を
考
え
て
い
る
方
や
、
高

齢
者
の
買
い
物
や
通
院
手
段
と
し

て
、
高
齢
者
が
１
人
で
気
軽
に
扱

え
る
、ハ
ン
ド
ル
型
電
動
車
い
す
、

セ
ニ
ア
カ
ー
は
有
効
な
移
動
手
段

の
１
つ
で
あ
る
。
セ
ニ
ア
カ
ー
の

有
効
活
用
に
つ
い
て
、
安
全
性
、

購
入
費
用
助

成
に
つ
い
て
、

先
進
自
治
体

の
実
施
状
況
な

ど
を
参
考
に
し

な
が
ら
、
検
討

し
て
い
く
。

る
。
ま
た
、
車
両
更
新
時
に
は
１

０
人
乗
り
の
ワ
ゴ
ン
車
等
を
選
定

し
、
乗
降
が
し
や
す
く
な
る
方
法

を
検
討
し
て
い
く
。

問
今
年
度
町
の
地
域
お
こ
し

協
力
隊
を
増
員
す
る
計
画

が
あ
る
が
、
そ
の
中
で
バ
ス
の
乗

降
支
援
を
目
的
と
し
た
地
域
お
こ

し
協
力
隊
を
配
置
で
き
な
い
か
。

答
バ
ス
に
乗
降
補
助
員
と
し

て
地
域
お
こ
し
協
力
隊
を

配
置
す
る
こ
と
は
、
現
実
的
に
難

し
い
。

問
現
在
の
町
営
バ
ス
に
加
え
、

町
内
専
用
の
自
宅
送
迎
を

行
う
、
デ
マ
ン
ド
バ
ス
体
系
が
必

要
で
は
な
い
か
。

答
町
内
は
町
営
バ
ス
を
運
行

し
て
お
り
、
フ
リ
ー
区
間

で
あ
れ
ば
バ
ス
停
以
外
で
も
乗
降

問
高
齢
化
が
進
む
中
、
車
を

運
転
で
き
な
い
住
民
や
身
体

的
に
町
営
バ
ス
等
の
乗
降
時
に
不

安
が
あ
る
人
が
増
え
て
い
る
。
乗

降
の
手
助
け
の
た
め
、
補
助
員
の

同
乗
な
ど
を
検
討
で
き
な
い
か
。

答
補
助
員
を
同
乗
さ
せ
乗
り

降
り
を
支
援
す
る
に
は
、

相
当
な
費
用
が
必
要
な
の
で
難
し

い
。
よ
り
乗
降
が
し
や
す
く
な
る

よ
う
、
所
有
し
て
い
る
車
両
に
補

助
ス
テ
ッ
プ
を
追
加
設
置
が
で
き

な
い
か
方
法
や
費
用
を
確
認
す

問答
高
齢
者
に
優
し
い
交
通
支
援
対
策
は

本
町
に
あ
っ
た
事
業
方
法
を
検
討
す
る

【
自
己
チ
ェ
ッ
ク
】

　

車
が
な
く
て
も
困
ら
な
い
社

会
を
実
現
す
る
こ
と
が
、
行
政
の

大
き
な
課
題
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま

え
、
高
齢
者
に
優
し
い
交
通
体
系

の
抜
本
的
見
直
し
が
必
要
と
考
え

質
問
し
た
。

　

町
民
の
生
活
の
改
善
の
た
め
、

今
後
も
さ
ら
に
よ
り
よ
い
仕
組
み

に
な
る
よ
う
研
究
し
て
行
き
ま
す
。

一
般
質
問
　
五
十
嵐
敏
夫 

議
員

五
い

十
が

嵐
らし

  敏
とし

夫
お

  議員

▶
セ
ニ
ア
カ
ー



一
般
質
問
　
髙
橋
浩
之 

議
員

一
般
質
問
　
吉
田
　
修 

議
員

吉
よし

田
だ

  修
おさむ

  議員
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問
自
然
、
歴
史
、
文
化
、
人

と
の
つ
な
が
り
な
ど
田
舎

な
ら
で
は
の
価
値
を
ど
の
よ
う
に

保
存
し
、
観
光
資
源
と
し
て
活
用

し
て
い
く
の
か
。

答
観
光
資
源
は
各
地
区
へ
の

行
政
事
務
委
託
や
指
定
管

理
を
通
じ
て
自
然
や
文
化
の
保
全

に
取
り
組
み
、
文
化
的
保
存
に
つ

い
て
は
、
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
や
交

流
体
験
を
す
る
機
会
を
設
け
、
文

化
の
継
承
に
つ
な
げ
て
い
る
。

問答
七
ヶ
宿
町
の
自
然
、
歴
史
、
文
化
を
観
光
資
源
に

地
域
資
源
の
魅
力
を
発
信
し
、次
世
代
に
つ
な
ぎ
た
い

問
町
の
歴
史
は
人
口
減
少
に
よ

り
語
り
継
ぐ
人
が
少
な
く

な
れ
ば
、
そ
の
価
値
が
失
わ
れ
る

懸
念
が
あ
る
。
先
月
の
議
会
だ
よ

り
で
紹
介
し
た
「
七
ヶ
宿
金
山
の

歴
史
」
の
よ

う
に
地
域
資

源
を
掘
り
下

げ
、
観
光
と

結
び
つ
け
る

必
要
が
あ
る

の
で
は
な
い

か
。答

交
流
人
口
や
関
係
人
口
の

拡
大
は
、
行
政
や
一
部
の

観
光
事
業
者
だ
け
は
関
係
人
口
の

拡
大
を
図
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

町
民
全
体
で
来
訪
者
を
迎
え
る
事

に
よ
り
町
の
魅
力
が
一
段
と
高
ま

る
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
た
め
に

は
、
文
化
財
保
護
委
員
会
な
ど
を

中
心
に
、
町
民
が
歴
史
や
文
化
を

学
ぶ
機
会
を
設
け
、
七
ヶ
宿
の
魅

力
へ
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
、

地
域
の
魅
力
向
上
と
交
流
人
口
拡

大
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
。

問
「
水
と
歴
史
の
館
」
や
他

の
観
光
施
設
な
ど
の
来
訪

者
数
以
外
に
ど
の
よ
う
な
指
標
で

観
光
施
策
の
成
果
を
検
証
し
て
い

る
の
か
。
ま
た
リ
ピ
ー
タ
ー
確
保

を
含
め
今
後
ど
の
よ
う
な
観
光
の

方
向
性
を
目
指
し
て
い
く
の
か
。

答
観
光
客
の
入
れ
込
み
数
以
外

に
つ
い
て
は
、
イ
ベ
ン
ト
参

加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
投
稿
の

投
稿
数
を
検
証
し
て
い
る
。
今
後

は
七
ヶ
宿
ダ
ム
を
中
心
に
関
係
人

口
、
交
流
人
口
の
拡
大
に
向
け
て

取
り
組
ん
で
い
く
ほ
か
、
国
内
外
の

観
光
客
の
誘
客
促
進
す
る
た
め
観

光
看
板
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
の
多

言
語
対
応
の
整
備
に
努
め
て
い
く
。

問
長
年
町
政
に
携
わ
っ
て
こ

ら
れ
た
町
長
が
考
え
る

七
ヶ
宿
町
最
大
の
魅
力
と
は
何

か
。
ま
た
、
そ
の
魅
力
を
次
世
代

へ
ど
の
よ
う
に
残
す
べ
き
と
考
え

る
か
。

答
町
の
最
大
の
魅
力
は
、
町

民
の
温
か
く
穏
や
か
な
人

柄
と
豊
か
な
自
然
・
風
土
に
あ
る

と
考
え
ま
す
。
町
民
、
議
会
、
行

政
が
力
を
合
わ
せ
、
地
域
資
源
の

魅
力
を
発
信
し
な
が
ら
、
多
く
の

人
に
愛
さ

れ
る
七
ヶ

宿
町
を
次

世
代
へ
つ

な
い
で
い

く
こ
と
が

重
要
と
考

え
る
。

▲湯原の古民家より発見された
「七ヶ宿金山の絵図」

▲観光客の誘致につながる
七ヶ宿の大自然

【
自
己
チ
ェ
ッ
ク
】

　
今
回
の
質
問
で
は
、
自
然
・
歴

史
・
文
化
を
生
か
し
た
観
光
の
考

え
方
や
、水
と
歴
史
の
館
の
活
用
、

観
光
施
策
の
成
果
検
証
に
つ
い
て

確
認
し
た
。
し
か
し
答
弁
は
取
組

説
明
が
中
心
で
、
具
体
的
な
成
果

や
地
域
経
済
へ
の
効
果
、
リ
ピ
ー

タ
ー
増
加
と
の
関
係
は
十
分
見
え

な
か
っ
た
。
今
後
も
効
果
検
証
や

地
域
へ
の
波
及
効
果
を
注
視
し
、

七
ヶ
宿
ら
し
い
観
光
の
あ
り
方
を

引
き
続
き
考
え
て
い
き
た
い
。

髙
たか

橋
はし

  浩
ひろ

之
ゆき

  議員

【
自
己
チ
ェ
ッ
ク
】

　
県
内
一
の
ダ
ム
を
抱
え
、
１
８

３
万
人
の
水
が
め
と
し
て
七
ヶ
宿

の
自
然
環
境
は
み
ん
な
で
守
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

投
棄
さ
れ
た
ゴ
ミ
類
を
片
付
け

な
い
と
ま
た
そ
こ
に
捨
て
ら
れ
る
と

思
わ
れ
る
こ
と
か
ら
質
問
を
し
た
。

　
不
法
投
棄
防
止
対
策
連
絡
協
議

会
の
今
後
の
取
り
組
み
を
注
視
し

た
い
。

答
現
場
付
近
に
昨
年
、
不
法

投
棄
防
止
の
た
め
の
看
板

を
設
置
し
た
。
監
視
カ
メ
ラ
の
必

要
性
や
、
他
の
防
止
策
に
つ
い
て

は
、
看
板
の
抑
止
効
果
を
踏
ま
え

て
判
断
し
た
い
。

問
現
場
は
回
収
困
難
な
場
所

で
あ
る
こ
と
は
理
解
し
ま

す
が
、
放
置
す
れ
ば
新
た
に
不
法

投
棄
を
招
く
恐
れ
が
あ
る
。
安
全

対
策
を
講
じ
た
う
え
で
回
収
す
べ

き
と
考
え
る
が
。

答
七
ヶ
宿
町
廃
棄
物
不
法
投

棄
防
止
対
策
連
絡
協
議
会

は
警
察
署
、
森
林
管
理
署
、
土
木

事
務
所
、保
健
所
、ダ
ム
管
理
所
、

町
な
ど
で
構
成
さ
れ
、
毎
年
十
一

月
に
不
法
投
棄
ゴ
ミ
回
収
を
行
っ

て
い
る
。
危
険
箇
所
回
収
の
判
断

は
、協
議
会
の
中
で
行
っ
て
い
る
。

作
業
員
が
危
険
と
判
断
さ
れ
た
際

に
は
回
収
は
困
難
で
あ
る
。

議
会
で
回
収
方
法
な
ど
検
討
す
る
。

問
以
前
に
も
こ
の
付
近
で
大

量
の
不
法
投
棄
が
あ
り
回

収
さ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
幹
線

道
路
か
ら
近
い
為
、
投
棄
し
や
す

い
場
所
と
考
え
ら
れ
る
。
監
視
カ

メ
ラ
設
置
な
ど
、
更
な
る
対
策
が

必
要
で
は
な
い
か
。

問
昨
年
、
不
法
投
棄
禁
止
看

板
を
設
置
し
た
エ
リ
ア
に
、

い
ま
だ
に
シ
ー
ト
や
ビ
ニ
ー
ル

類
・
肥
料
袋
な
ど
の
ご
み
が
散
乱

し
て
い
る
。
早
急
な
回
収
や
環
境

改
善
に
向
け
ど
の
よ
う
に
対
応
す

る
の
か
。

答
現
場
は
急
勾
配
の
崖
下
に
あ

り
、
作
業
時
の
安
全
確
保
の

観
点
か
ら
直
ち
に
回
収
す
る
の
は

困
難
で
あ
る
。
今
後
は
河
川
管
理

者
の
大
河
原
土
木
事
務
所
と
連
携

し
、
不
法
投
棄
防
止
対
策
連
絡
協

問答
水
源
の
町
と
し
て
不
法
投
棄
の
問
題
を
ど
う
考
え
る
か

町
や
他
の
組
織
機
関
と
共
に
不
法
投
棄
ご
み
問
題
に
取
り
組
む▲ゴミの不法投棄

▲崖下の不法投棄
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問
令
和
11
年
度
の
開
校
に
向

け
義
務
教
育
学
校
の
整
備

を
進
め
て
い
る
が
、
社
会
情
勢
が

大
き
く
変
化
し
て
い
る
中
で
、
今

後
ど
の
よ
う
に
事
業
を
進
め
て
い

く
の
か
。

答
物
価
上
昇
や
原
油
価
格
高

騰
に
よ
る
建
設
コ
ス
ト
増

加
が
懸
念
さ
れ
る
。
施
設
面
積
の

見
直
し
を
含
め
基
本
設
計
内
容
の

再
検
討
を
進
め
て
い
る
。
実
施
設

計
に
お
い
て
教
育
環
境
に
配
慮
し

な
が
ら
事
業
費
の
抑
制
と
財
政
負

問答
七
ヶ
宿
町
の
イ
ン
フ
ラ
を
含
め
た
大
型
事
業
の
進
め
方
は

状
況
を
み
な
が
ら
着
実
に
推
進
し
て
い
く

担
の
軽
減
を
図
り
、
開
校
に
向
け

て
取
り
組
む
。

問
義
務
教
育
学
校
建
設
は
物

価
高
騰
や
将
来
の
財
政
負

担
を
考
え
る
と
慎
重
な
判
断
が
必

要
で
あ
る
。
身
の
丈
に
合
っ
た
計

画
と
す
べ
き
で
は
。

答
縮
減
で
き
る
部
分
に
つ
い

て
は
面
積
を
圧
縮
す
る
。

町
と
し
て
金
額
の
上
限
を
定
め
な

く
て
は
い
け
な
い
。

問
移
住
・
定
住
施
策
と
し
て

毎
年
2
棟
の
地
域
担
い
手

づ
く
り
支
援
住
宅
を
建
設
し
て
い

る
が
、
建
築
費
の
上
昇
が
続
い
て

い
る
中
、
当
初
予
算
の
範
囲
内
で

事
業
を
執
行
で
き
る
の
か
。

答
原
材
料
の
高
騰
や
物
流
の

混
乱
に
よ
る
影
響
リ
ス
ク

を
受
け
止
め
な
が
ら
、
入
札
不
調

防
止
と
工
事
の
継
続
を
図
り
、
公

共
事
業
を
円
滑
に
進
め
る
。移
住・

定
住
施
策
の
中
核
と
な
る
事
業
と

し
て
今
後
も
継
続
し
て
い
く
。

問
国
保
診
療
所
の
設
備
更
新

や
高
齢
者
生
活
福
祉
セ
ン

タ
ー
の
施
設
改
修
、
町
道
補
修
、

老
朽
化
し
た
公
共
施
設
ま
た
空
き

家
対
策
な
ど
今
後
ど
の
よ
う
に
進

め
て
い
く
の
か
。

答
診
療
所
設
備
は
、
住
民
が
安

心
し
て
医
療
を
受
け
ら
れ
る

よ
う
環
境
維
持
す
る
た
め
に
医
療

機
器
や
施
設
の
維
持
管
理
が
必
要
。

高
齢
者
生
活
福
祉
セ
ン
タ
ー
は
老

朽
化
対
策
を
進
め
、
公
共
施
設
は
、

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
に
基

づ
き
、
予
防
保
全
で
施
設
の
寿
命

を
延
ば
せ
る
よ
う
な
計
画
的
な
施

設
維
持
に
取
り
組
む
。
町
道
は
路

盤
修
繕
を
実
施
し
、
交
付
金
や
補

助
金
を
活
用
し
な
が
ら
必
要
な
補

修
を
実
施
す
る
。
空
き
家
は
解
体

費
補
助
の
利
用
促
進
し
て
い
く
。

【
自
己
チ
ェ
ッ
ク
】

　
今
回
は
、
義
務
教
育
学
校
建
設
、

担
い
手
づ
く
り
支
援
住
宅
、
公
共

施
設
整
備
、
空
き
家
対
策
な
ど
、

今
後
の
町
の
財
政
運
営
に
大
き
く

関
わ
る
課
題
に
つ
い
て
質
問
し
た
。

特
に
義
務
教
育
学
校
建
設
は
、
物

価
高
騰
に
よ
り
建
設
費
の
大
幅
な

増
額
が
見
込
ま
れ
る
中
、
今
後
の

児
童
・
生
徒
数
や
人
口
減
少
を
踏

ま
え
た
場
合
、
現
在
計
画
し
て
い

る
施
設
規
模
や
事
業
費
が
将
来
に

わ
た
っ
て
適
正
な
も
の
と
な
る
の

か
、
ま
た
現
在
の
社
会
情
勢
を
踏

ま
え
、
建
設
時
期
や
事
業
計
画
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
に
判
断
し
て
い

く
の
か
を
確
認
し
た
。
今
後
は
、

町
の
財
政
負
担
が
ど
の
よ
う
に
推

移
し
て
い
く
の
か
を
中
長
期
的
な

財
政
見
通
し
や
計
画
に
つ
い
て
、

分
か
り
や
す
く
示
し
て
い
く
事
が

必
要
と
考
え
る
。

渡
わた

部
なべ

  英
ひで

幸
ゆき

  議員

【
自
己
チ
ェ
ッ
ク
】

　
行
政
と
し
て
指
定
管
理
団
体
の

独
立
採
算
経
営
を
常
に
求
め
る
べ

き
で
あ
り
、
ま
た
、
従
業
員
の
異

動
で
も
人
材
確
保
へ
の
配
慮
が
必

要
と
思
わ
れ
、
今
後
も
当
該
団
体

の
積
極
的
な
経
営
努
力
を
注
視
し

て
い
き
た
い
。

宿
ま
ち
づ
く
り
株
式
会
社
が
公
共

施
設
の
大
半
を
管
理
運
営
し
て
い

る
。
一
日
も
早
く
独
立
し
た
管
理

運
営
が
で
き
る
よ
う
示
す
べ
き
で

は
。答

公
共
施
設
の
全
て
が
利
益

の
出
る
施
設
と
い
う
訳
で

は
な
い
。
運
営
を
止
め
れ
ば
、
町

民
の
生
活
や
経
済
の
活
性
化
に
支

障
を
き
た
す
。
施
設
運
営
を
継
続

さ
せ
る
た
め
、
設
置
者
で
あ
る
町

は
十
分
な
責
任
を
担
わ
な
け
れ
ば

い
け
な
い
。

問
町
は
七
ヶ
宿
観
光
開
発
株

式
会
社
と
の
統
合
も
積
極

的
に
進
め
た
。
町
長
は
退
任
後
も

そ
れ
ぞ
れ
の
独
立
採
算
性
の
実
現

に
向
け
た
指
導
に
関
わ
っ
て
い
く

べ
き
で
は
。

答
会
社
の
目
的
と
し
て
、
町
づ

く
り
を
運
営
し
て
い
く
た
め

に
、
吸
収
合
併
を
せ
ざ
る
を
得
な

か
っ
た
。
一
町
民
と
し
て
、
当
初

の
目
的
が
叶
う
よ
う
に
成
長
す
る

こ
と
を
期
待
し
支
援
し
て
い
く
。

問
社
員
の
人
事
異
動
に
よ
り

退
職
者
が
出
て
い
る
が
、
社

員
の
退
職
は
町
全
体
と
し
て
も
就

労
機
会
の
減
少
に
な
る
の
で
は
。

答
退
職
者
が
出
る
の
は
大
変

残
念
だ
が
、
組
織
が
成
長

し
て
い
く
中
で
人
事
異
動
は
避
け

ら
れ
な
い
。
い
か
に
し
て
若
い
方

に
働
く
場
所
と
し
て
認
め
て
い
た

だ
け
る
か
が
大
事
だ
。

に
向
け
た
自
助
努
力
を
促
し
て
い

る
が
、
町
も
同
様
の
管
理
運
営
を

求
め
る
べ
き
で
は
。

答
各
施
設
の
売
上
額
及
び
利

用
人
数
の
目
標
を
立
て
運

営
し
て
い
る
。

問
町
は
5
年
間
の
指
定
管
理
料

を
債
務
負
担
し
て
い
る
が
、

管
理
料
が
不
足
し
た
場
合
は
会
社

が
経
営
責
任
を
果
た
す
べ
き
で
は
。

答
契
約
上
の
目
的
と
し
て
施

設
の
運
営
を
円
滑
に
行
う

と
定
め
て
い
る
の
で
、
そ
の
点
に

関
し
て
は
責
任
を
果
た
す
よ
う
求

め
て
い
き
た
い
。
一
方
で
物
価
高

騰
や
経
年
劣
化
に
よ
る
修
繕
な
ど

想
定
外
の
出
費
に
つ
い
て
は
町
が

必
要
な
対
応
を
取
る
。

問
町
内
の
活
性
化
、
就
労
の

場
の
確
保
を
目
的
に
七
ヶ

問
七
ヶ
宿
ま
ち
づ
く
り
株
式

会
社
に
、
各
施
設
の
計
画

的
な
独
立
し
た
採
算
経
営
を
求
め

る
明
確
な
指
導
が
必
要
で
は
な
い

か
。答

指
定
管
理
者
と
し
て
施
設

の
維
持
管
理
を
図
り
、サ
ー

ビ
ス
の
提
供
と
利
用
促
進
に
取
り

組
み
、
効
率
的
な
運
営
が
図
れ
る

よ
う
、
町
も
指
導
・
支
援
を
行
っ

て
い
る
。

問
一
般
的
な
会
社
経
営
で
は
、

年
次
計
画
に
基
づ
く
目
標

問答
指
定
管
理
団
体
の
計
画
的
な
独
立
採
算
経
営
を

効
率
的
な
運
営
へ
の
指
導
・
支
援
を
行
っ
て
い
る

一
般
質
問
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▲義務教育学校の建設予定場所
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　新
聞
や
テ
レ
ビ

を
見
る
た
び
に
、物

価
高
騰
の
ニ
ュ
ー
ス

が
目
に
つ
き
、町
民

の
皆
様
の
生
活
に

も
大
き
な
影
響
が
及
ん
で
い
る
こ
と

と
察
し
ら
れ
ま
す
。

　現
在
町
で
は
、
小
中
学
校
を
統
合

し
た
義
務
教
育
学
校
の
実
施
設
計
が

進
ん
で
い
ま
す
が
、
今
後
の
建
設
費

へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　ま
た
、
全
国
的
に
猛
暑
に
よ
る
熱

中
症
予
防
や
獣
害
対
策
が
大
き
な
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
自
身
の

健
康
に
十
分
留
意
さ
れ
、
す
こ
や
か

に
お
過
ご
し
く
だ
さ
る
こ
と
を
願
い

ま
す
。

（
五
十
嵐
）

編集
後記

あなたも議会の傍聴をしてみませんか
次回の議会定例会は 9月に町長及び議会議員の改選が行われるため、

令和８年８月 19日～27日までの日程で、第 3回定例会を開催予定です。
傍聴に関してのご質問は「七ヶ宿町議会事務局」までお問合せ下さい。

６月定例会の
傍聴者は15名
でした
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滑
津
の
老
人
ク
ラ
ブ
は
「
滑
津
た
ん
ぽ
ぽ
ク
ラ

ブ
」
と
呼
ば
れ
て
お
り
、
現
在
の
会
員
数
は
20
名

で
す
。

　

春
に
は
毎
年
、
公
民
館
や
振
袖
地
蔵
、
バ
ス
停

の
各
花
壇
に
、
滑
津
の
地
域
づ
く
り
委
員
会
と
町

の
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
よ
り
い
た
だ
い
た
花
の
植

栽
活
動
を
行
い
ま
す
。

　
今
年
は
、2
5
0
本
の
色
と
り
ど
り
の
花
を
植
え

ま
し
た
。
水
や
り
や
草
む
し
り
な
ど
は
大
変
な
作

業
で
す
。
ま
た
滑
津
地
区
は
、
町
の
最
大
イ
ベ
ン

ト
で
あ
る
「
わ
ら
じ
で
歩
こ
う
七
ヶ
宿
」
の
通
り

道
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
参
加
さ
れ
る
方
に
滑
津
の
魅
力
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
に
、
会
員
同
士
の
交
流
の
た
め
、
地
元
の
蕎
麦
屋
で
蕎
麦
を
食
べ

な
が
ら
の
懇
親
会
開
催
や
健
康
管
理
の
た
め
老
人
ク

ラ
ブ
主
催
の
住
民
交
流
会
に
参
加
、
簡
単
な
ス
ポ
ー

ツ
な
ど
を
し
ま
す
。

　

ま
た
、「
大
人
の
教
養
講
座
」
に
も
参
加
し
、「
生

き
が
い
を
持
ち
、
生
活
を
楽
し
く
す
る
た
め
の
学
習
」

な
ど
の
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　

会
員
と
の
交
流
に
よ
り
、
元
気
で
楽
し
く
い
つ
ま

で
も
健
康
に
過
ご
せ
る
こ
と
を
目
標
に
今
年
も
頑

張
っ
て
行
き
ま
す
。

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

　「
滑
津
た
ん
ぽ
ぽ
ク
ラ
ブ
」
を
紹
介
し
ま
す
。

　「
滑
津
た
ん
ぽ
ぽ
ク
ラ
ブ
」
を
紹
介
し
ま
す
。

今
回
は
滑
津
た
ん
ぽ
ぽ
ク
ラ
ブ
の
会
長
、
春
や
す
子
さ
ん
よ
り
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

▲みんなで仲良く花壇整備


